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手話は言語です。積極的に活用して
コミュニケーションの輪を広げましょう！
手話は言語です。積極的に活用して
コミュニケーションの輪を広げましょう！

　江戸川区では、すべての人が互いを尊重し合い共生する地域社会の実現を目指し
て、「江戸川区手話言語条例」を平成30年4月1日に施行しました。
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区ホームページ
ＱＲコード

く

江戸川区　福祉部　障害者福祉課
え ど がわ く ふく し ぶ しょう がい しゃ ふく し か

●手話に関する区の事業●

電話：03-5662-0054　ＦＡＸ：03-3656-5874
でん わ

　区で活躍する手話通訳者を養成する講座を実施しています。
■登録手話通訳者養成講座

　手話での意思疎通を必要とする方が区役所での手続きや病院に通う時などに
手話通訳者を派遣します。
　そのほか、区のイベントや講演会などでも手話通訳者を派遣しています。

■手話通訳者派遣事業

　救急車で医療機関に搬送された時に、手話通訳者を病院に派遣します。
■手話通訳者緊急派遣事業

区歌を手話で歌ってみませんか
区では、「江戸川区歌」の手話動画を作成しました。
区歌を手話で歌ってみませんか。
動画は区のホームページからご覧いただけます。
区歌の手話表現について、解説を作成しました。
あわせてご覧ください。
区ホームページＵＲＬ：
https://www.city.edogawa.tokyo.jp/e041/kenko/fukushikaigo/shogaisha/sign_kyomi/kukashuwadouga.html

区ホームページ
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しょう がい しゃ ふく し か

江戸川区は、誰もが安心して自分らしく暮らせる共生社会の
実現に向けてSDGsに積極的に取り組んでいます。
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困っていること

　話し言葉や周囲の音などが聞こえにくかったり、ほとんど聞こえなかったりするなど、どの
くらい聞こえるかは人によってさまざまです。補聴器を使えば音声でコミュニケーションをと
れる人もいますが、そうでない人もいます。
　耳が聞こえない・聞こえにくい人が、よりわかりやすくコミュニケーションをとるためには、
目に見える言葉である「手話」が有効です。

　障害がある人はいろいろな理由で体や心のどこかがうまく働かないために「困ること」が
あります。
　障害がなくても、人によってできることとできないことがあり、できないことはお互いに助
け合って生活しています。障害がある人の「困ること」も同じように助け合って解決すること
で誰もが暮らしやすいまちをつくりましょう。
　お互いをわかり合うにはコミュニケーションをとることが大切ですが、障害がある人はどの
ような障害があるかによって、コミュニケーションのとり方に工夫が必要です。
　例えば、目が見えない・見えにくい人は、指で読む文字の「点字」などや、物事の理解がゆっ
くりとしている人や自分の気持ちを伝えることが苦手な人には、絵や写真など、実物のイメー
ジがわかるものを使って伝えるなど、さまざまなコミュニケーション方法があります。
　この冊子では、聞こえない・聞こえにくい人にとってのコミュニケーション方法の一つであ
る「手話」について学んでみましょう！

聞こえない・聞こえにくい人は
こんなことで困っています

聞こえない・聞こえにくい人は
こんなことで困っています

聞こえかたはさまざま

外見では気づいてもらえない
　耳が聞こえない・聞こえにくいこと
は、外見からはわかりにくいので、聞
こえていないことが、まわりの人に気
づいてもらえないことがあります。

周囲の状況がわからない
　自動車のクラクションなどが聞こえ
ず、路上で危険な目にあうことがあり
ます。また、災害がおきても気がつか
なかったり、どのように動けばよいの
かわからないことがあります。

正しく伝わらないことがある
　自分で声を出して話すことがうまくで
きない人もいるので、細かいことが伝
わらず誤解を生むこともあります。

音声による放送に気づかない
　病院や銀行などで名前を呼ばれて
いることに気がつかず、「いない」と
思われたり、駅や店内などの放送によ
る案内がわからないことがあります。

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などに
　よって異なりますので、この冊子で紹介している手話と
　違う表現を使うことがあります。

聞こえの程度、コミュニケーション方法は人それぞれです。
「聞こえない・聞こえにくい人がいる」ことに気づき、理解し、
その人が普段使っているコミュニケーション方法を大事にしましょう。

手話

■手や指、顔の表情や体を使って話をする言葉です。

■日本語の順番で単語をつなぐ場合もありますが、手話は独自の文法を持つ言葉
　です。

障害がある人もない人も、誰もが安心して
自分らしく暮らせるまちをつくりましょう
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　手話を覚えれば、コミュニケーションの輪が広がります。ただし、耳が聞こえない・聞こえ
にくい人みんなが手話を使えるとは限りません。目も見えづらい場合もあるので、そうした人
には手話は使えません。
　また、聞こえかたの程度によっては、音声によってコミュニケーションをとれる人もいます。
事前にその人の状態をきちんと理解してから、手話だけでなく、その人が望んでいるコミュ
ニケーション方法でサポートしましょう。

聞こえない・聞こえにくい人を
サポートするときのポイント
聞こえない・聞こえにくい人を
サポートするときのポイント

　　コミュニケーションをとるときには、話の内容が相手に正しく伝わっているか、こまめ
に確認しながら会話を進めるようにしましょう。手話の技術などもさることながら、いちば
ん大切なのは、「相手に伝えようとする気持ち」と「相手が伝えたいことをわかろうとする
気持ち」です。

その人が望むサポートを

手話以外でのコミュニケーション

「筆談」による
コミュニケーション

　途中で耳が聞こえなくなった人がよく使うコ
ミュニケーション方法です。
　ノートやメモ帳などに文章を書きながら会話
をしましょう。読み書きが苦手な人もいるので、
あいまいな表現や、まわりくどい表現はさけて、
短くわかりやすい文章を書くようにしましょう。

1

「空書」による
コミュニケーション

　筆談するための紙などがないときに役立つ
コミュニケーション方法です。
　空間に指で大きくゆっくりと、なるべく画数
が少なく、わかりやすい文字を書くように心が
けてコミュニケーションをとりましょう。同じよ
うに、テーブルの上や手のひらなどに書く方法
もあります。

2 手話まめ知識

「手話は世界共通で使える言葉？」

「音声」による
コミュニケーション

　少し聞こえる人がよく使うコミュニケーショ
ン方法です。
　補聴器などを使えば少しは聞こえる人とは、
音声による会話ができます。ただし、単に大
声を出すと逆に聞きづらくなることがあるの
で、はっきり口を動かしながら、ゆっくりと話
すことを心がけましょう。

3

「その他」の方法による
コミュニケーション

　相手の希望や必要に応じて、コミュニケー
ション方法を工夫しましょう。
　たとえば、絵やイラストを描いたり、ジェス
チャー（身ぶり）をしたりして、こちらが伝え
たいことを表現するのも有効な方法です。さま
ざまな方法を組み合わせてみましょう。

4

同じ英語圏でも国が違えば手話も違います。

くう  しょ

　手話は、世界共通の言葉ではありません。話し言葉や書き言
葉として使われている日本語や英語などと同じように、手話も
国や地域によって異なります。そのため、外国の人と手話で会
話をするためには、その人の国や地域の手話を学ぶ必要があり
ます。また、国際交流の場などで手話の共通語として使われて
いる「国際手話」もあります。
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　まずは、簡単なあいさつの表現から覚えましょう。あいさつは人づきあいの基本、
コミュニケーションのはじまりです。　

　兄や弟、姉や妹の手話は同じ表現ですが、兄や姉
は上、弟や妹は下の位置にすることで違いを伝えるこ
とができます。目上の人は、自分の目よりも上に手を
置いて表現しましょう。

ワンポイント・アドバイス

目上の人は「目より上」
で表現しましょう

目上の人は「目より上」
で表現しましょう

右手でこぶしをつくり、
こめかみのあたりにあ
てて下ろす。
（「朝起きる」を表現）

おはよう
1

両手の人さし指が向か
い合うように立て、軽く
曲げる。
（「あいさつ」を表現）

2

右手の人さし指と中指
を立て、人さし指側を
額にあてる。
（「昼」を表現）

こんにちは
1

両手の人さし指が向か
い合うように立て、軽く
曲げる。
（「あいさつ」を表現）

2

「あいさつ」「あいさつ」
手話を
覚えよう
手話を
覚えよう

手のひらを前に向けた
両手を顔の前で交差
させる。
（「夜」を表現）

こんばんは
1

両手の人さし指が向か
い合うように立て、軽
く曲げる。
（「あいさつ」を表現）

2

右手のこぶしを鼻にあ
てる。
（「よろしく・よい」を表
現）

よろしく
お願いします
1

手を開き、頭を下げな
がら、手を前に出す。
（「お願い」を表現）

2

親指と人さし指で眉間
をつまむ。

1 手を開き、指をそろえ
て下へおろしながら頭
を下げる。

2

左手の甲に右手を垂
直にのせて上に上げ
る。（力士の手刀と同様）

ありがとう
1

頭はおじぎをするよう
に軽く下げる。

2

すみません

ごめんなさい

左手の甲に右手のひら
を重ね、上に上げなが
ら人さし指以外を握る。
（「はじめて」を表現）

はじめまして
1

両手の人さし指が向か
い合うように立て、左
右から近づける。
（「会う」を表現）

2かん
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　日常生活でのさまざまな思いを伝える表現を覚えましょう。ポイントとなる手話が
伝われば、コミュニケーションは深まります。

わん曲させた両手を
折り曲げて、親指以
外の指の指先を胸に
向け、交互に上下に
動かす。

　手話は、手や指の動きだけでなく、「表情」がとて
も大切です。同じ言葉でも、笑顔で表現したり、顔を
しかめながら表現したりすることで、相手に伝わるニュ
アンスがずいぶん変わります。

親指と人さし指の先
をつけて目の下にあ
て、涙を流すように
少し左右にゆらして
下げる。

悲しい

「思いを伝える」「思いを伝える」

両手のひらを下に向
けて、指先を軽く曲
げて、左右別々に水
平に回す。

忙しい

ワンポイント・アドバイス

手話は「表情」も
大切にしましょう
手話は「表情」も
大切にしましょう

手話を
覚えよう
手話を
覚えよう

右手の手のひらを右
のほおにつけて、2回
くらい軽くたたく。

おいしい

右手の手のひらで、
胸のあたりをトント
ンと軽くたたく。

右手の指先で、右の
肩のあたりを2回くら
い上にはらう。

わからない

右手の親指以外の
4本の指先を、左胸
から右胸の順にあて
る。

できる

うれしい・
楽しい

右手の親指と人さし
指で、右ほおを軽く
つねるようにする。

動詞のあとに、右手
の親指と人さし指を
のばしてのどに向
け、指を閉じながら
下げる。
（「好き」も同じ表現）

～したい

わかる

名詞のあとに、右手
の人さし指を立て左
右に軽く振る。
（「場所」のあとにつ
ければ「どこ？」の意
味に）

～は何？

痛いところ（ここで
は頭）の近くで右手
の指を軽く曲げて小
刻みに震わせる。

痛い
両手の指先を折り曲
げて両目に向け、同
時に前に出す。
（「目玉が飛び出る」
イメージ）

びっくり

できない・
難しい

おなかに右手の手の
ひらをあて、へこま
すようにしながら下
げる

おなかがすく

形容詞や動詞のあ
とに、横に向けた右
手の手のひらを軽く
左右に2回程度回
す。

～でない

にち

つた ふか

しゅ

おぼ

わ

じょう せい かつ おも つた しゅ わひょう げん おぼ

いそが

りょうきょく て

がい ゆび ゆびさき むね

お ま おや ゆび い

む

うご

こう ご じょう げ

おや ゆび ひと ゆび さき

め した

なみだ なが

さ ゆうすこ

さ

いた

あたま ちか みぎ て

ゆび かる ま こ

ふるきざ

みぎ て て みぎ

かい

かる

しゅ わ ひょう

せつたい

じょう

しゅ

たいせつ え ひょうおな こと ば がお げん かお

ひょう あい てげん つた

か

わ て ゆび うご ひょう じょう

りょう て

みぎ て ゆび さき みぎ

かた かい

うえ

みぎ て て

むね

かる

みぎ

ほん ゆび さき ひだりむね
みぎ

どう し みぎ て

めい

みぎ て て

けい よう し どう し

よこ む みぎ

さ

て て かる

さ ゆう かい てい ど まわ

し みぎ て

おや ゆび ひと ゆび

ひと ゆび た さ

む

ゆう かる ふ

ゆび と

ば しょ

さ

い

す おな ひょうげん

み
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いた
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む どう

じ まえ だ

むずか

さ ゆう べつ べつ
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10 11

　簡単な月日の表現を覚えておきましょう。また、移動手段として使うことの多い交
通機関の表現も覚えておくと便利です。　

「月日・交通」「月日・交通」

■簡単な月日

昨日
右手の人さし指を立てて、肩
のあたりから後ろに動かす。

明日
右手の人さし指を立てて、肩
のあたりから前に出す。

今日
両手の手のひらを下に向けて
並べ、少し下げるようにする。

■交通機関

電車
横にのばした左手の人さし指と中指
の下に右手の人さし指と中指を曲げ
てつけ、左手の指にそって動かす。

バス
両手の親指を立て、のばした
人さし指の先をすこしはなし、
そのまま前に出す。

手話を
覚えよう
手話を
覚えよう

片手で数字を示し、
もう片方の手で三日
月を示す（イラストは
１月）。
数字の手話は14ページ
で確認できます。

月
三日月を作った方の
手で数字を示す（イラ
ストは月の手話から
続けて１月３日）。
数字の手話は14ページ
で確認できます。

日

タクシー
左手を上げ、右手の親指とほ
かの指を並行にして（車をイ
メージ）前に出す。

覚えておきたい自己紹介覚えておきたい自己紹介

江戸川区に関する手話
江戸川区

花

私の名前は○○といいます ～自分の名前を知ってもらうために～

　　右手の人さし指を
立てて、口もとから前
に出す。

4　　「指文字」（12 ペー
ジ）で自分の名前を表
してみましょう。

3　　前に向けた左手の
手のひらに、右手の親
指をあてる。

2　　人さし指で、自分
の胸をさす。
1

～という名前

花火 金魚

江戸 川 区

私

親指と人さし指をこめ
かみから下げる

三本指を立ててから下
におろす

親指を立て、他の指を
横にする

おや

→

両手をそれぞれ握って、手首
を軸に指を回しながら開く

両手をすぼめ、片手ず
つ上げながら指を開く

親指と人さし指で輪をつくり、
残りの三本指を前後に揺らしな
がら横に移動させる

まわ ひら

かた

ひら

自分の姓や名

しゅ

おぼ

わ

みぎ りょう みぎ て ひと ゆび た かたて て した むて ひと ゆび た

うご なら すこ さ まえ だうし

かた

き の う き ょ う

ひ

あ し た

つき ひ こう つう

かん

つう き かん ひょうげん おぼ べん り

かん たん つき ひ

こう つう き かん

たん ひ ひょう げん おぼ い どう しゅ だん つか おお こうつき

りょう て

かた て すう じ しめ み か づき つく

つづ

ほう

てかた ほう て か すう じ しめ

づき しめ つき しゅ わ

み

がつ がつ か

おや ゆび たよこ ひだり て あ

ゆび へい こう くるま

まえ だ

みぎ て おやゆびひだり

ひと ゆび さき

だまえ

した みぎ て ひと ゆび

ひだり て ゆび うご

なか ゆび ま

て ゆびひと なか ゆび

でん しゃ

つき

ひと まえ む ひだり て ゆび も じ みぎ て ひと ゆび

むね て みぎ て おや じ ぶん な まえ あらわ た くち まえ

ゆび だ

ゆび じ ぶん

じ ぶん な まえ し

わたし な まえ

え ど がわ く

わたし な まえ

おぼ じ こ しょう かい

え ど がわ く かん しゅ わ

え ど がわ く

はな はな び きん ぎょ

ひと ゆび

さ

ゆびぼんさん したた ゆびおや た ゆびほか

よこ

りょう て

ゆび

にぎ て くび

じく

りょう て て

あ ゆび

ゆびおや ゆび わ

ゆゆび ぜん ご

ゆび

ひと

のこ さんぼん

よこ い どう

すう じ しゅ わ

かくにん

すう じ しゅ わ

かくにん

じ ぶん せい な
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●ここに紹介している指文字は、相手から見た形です。
●指文字は手話がわからないとき、手話を補足するときなど
　に使います。

指文字指文字

相手からみて「a」の形 アルファベットの指文字「K」アルファベットの指文字「S」
アルファベットの指文字

「T」の変型 アルファベットの指文字「N」

アルファベットの指文字「I」 きつねの 「き」 数字の手話「7」
「チ」に似ていることから
数字の手話「千」 数字の手話「2」

アルファベットの指文字「U」 数字の手話「9」
自分から見て
カタカナの「ス」

相手から見て
カタカナの「ツ」 「盗む」のしぐさ

アルファベットの指文字「E」 敬礼するときの手の形 いちばん「背」の高い指 「手」 木の根のかたち

アルファベットの指文字「O」
自分から見て

カタカナの「コ」の一部 「それ」を 指す動作
「○○と△△」の

「と」
自分から見て

カタカナの「ノ」を書く

アルファベットの指文字「H」アルファベットの指文字「M」アルファベットの指文字「Y」 アルファベットの指文字「R」アルファベットの指文字「W」

数字の手話「1」
数字の手話「3」や、
カタカナの「ミ」

だく音（゛ ）

もとの指文字を横へ
10cmくらい動かす

が

自分から見て「り」を書く

自分から見て
カタカナの「フ」 数字の手話「6」 温泉マーク「♨」のかたち

相手から見て
カタカナの「ル」

「お」と同じ形を作り、
自分の方へ引く

ひらがなの「ヘ」
つぶれた丸が
「目」のかたち

相手から見て
カタカナの「レ」

船の「帆」のかたち 「～も同じ」の手話 数字の手話「4」 カタカナの「ロ」の一部
自分から見て

カタカナの「ン」を書く

　指文字は、手と指を使って50音を表す方法です。濁音や半濁音なども表現でき
ます。

よう音
（ゃ・ゅ・ょ）

そく音
（っ）

もとの指文字を
自分の方へ引く

ゃ

っ

はんだく音（゜ ）

もとの指文字を
10cmくらい上げる

ぱ

長音（のばす  おと）

人差し指で
上から下へ線を引く

♨
ゆび も じ

ゆび も じ

ゆび も じ

ゆび も じ

ゆび も じ

かたちて

じぶん み

ぶいち

ゆび も じ

じぶん み

せ たか ゆび

どう ささ

ゆびも じ

て

ゆび も じ

き ね

じぶん み

か

ゆび も じ

じぶん み

ふね ほ

ゆび も じ

すうじ しゅわ

まる

め

しゅわおな

ゆび も じ

ゆびも じ

おんせん

ゆびも じ

あ

すうじ しゅわ

ゆび も じ ゆび も じ

じぶん み か

ゆびも じ

じぶん ほう ひ

じぶん ほう ひ

おな かたち つく

ゆび

うえ した せん ひ

ぶいち

じぶん み

か

つ

て

と

な

に

ぬ

ね

の

は ま や ら わ

ひ

ふ

へ

ほ

み

む

め

も

ゆ

よ

り

る

れ

を

ん

ゆび も じ

しょう かい ゆび も じ あい て み かたち

●

おん

ゆび も じ て ゆび つか おん あらわ ほう ほう だく おん はん だく おん ひょう げん

おん

おん

おん おんちょう

a

コ

スツ フ

ヘ ●

ミ

ロ

レ

ル
ツ

あいて かたち

すうじ しゅわ

けいれい

すうじ しゅわ

へんけい

に

てあい み

すうじ しゅわ

ぬす

すうじ しゅわ

すうじ しゅわ よこ

うご

てあい み

てあい み ひと さ

すうじ しゅわ せん

ゆび も じ しゅ わ しゅ わ ほ そく

つか

あ

い

う

え

お

か

き

く

け

こ

さ

し

す

せ

そ

た

ち

ろ
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両手を握り、走って逃
げるように交互にす
ばやく腕を振る。

逃げる
折り曲げた右手（や両
手）の指先で、胸を2
回ぐらいたたく。

危ない

手話を
覚えよう
手話を
覚えよう

　耳が聞こえない・聞こえにくいと、災害時の状況判断が遅れがちになります。キーワー
ドとなる手話を覚えて、いざというときのサポートに役立てましょう。

左手の手のひらを胸
のあたりで下に向け、
それを乗り越えるよ
うに指を開いた右手
を前に出す。

津波
両手の手のひらを胸
のあたりで上に向け
て、左右同時に前後
に動かす。

地震

①両手で屋根の形を 
　つくる。
②右手で炎が立ちの
　ぼるように下から
　上に揺らしながら
　上げる。

火災
両手の手のひらを胸
にあててから、なで下
ろす。

安心

　たとえば、何かを手伝ってほしいとき、手話で「今、
手があいていますか」と表現するよりも「今、忙しい
ですか」と簡潔に表現するほうが、相手に誤解なく意
思を伝えることができます。

ワンポイント・アドバイス

「遠回し」な表現は
避けましょう

「遠回し」な表現は
避けましょう

「災害時」「災害時」
ここに紹介している数字は、相手から見た形です。

数　字数　字

1 6 十

手の甲を前に向けて、
親指を上に、人さし指を
横にのばします。

手の甲を前に向けて、
親指を上に、人さし指と
中指を横にのばします。

手の甲を前に向けて、
親指を上に、小指以外の
3指を横にのばします。

手の甲を前に向けて、
親指を上に、それ以外の
4指を横にのばします。

指全体で輪を作ります。

人さし指を立てて「1」を作り、のびた指を折り曲げ、
少し右にずらします。

人さし指を横にのばしてから、はね上げます。

小指をのばし、他の指をつけます（「0が3つ」を表します）。
その形のまま横に少しずらします。
※人さし指を横にして「千」の形を描く方法もよく使われます。

「1」を作り、指先を前に向けて5本の指をつけます。

「1」を作り、手のひらを少し開き、
手前に引きながらにぎります。

人さし指を
上にのばします。

人さし指と中指を
上にのばします。

人さし指、中指、薬指を
上にのばします。

親指以外の4本を
上にのばします。

こぶしを作り、親指のみ
横にのばします。

例：10

2 7 百 例：100

3 8 千 例：1000

4 9 万 例：1万

5 0 億 例：1億

しゅ

おぼ

わ

みみ き き さい がい じ じょうきょう はん だん おく

しゅ わ おぼ やく だ

ひだり て て むねりょう て て むね

した むうえ む

の こさ ゆう どう じ ぜん ご

ゆび

まえ だ

ひら みぎ てうご

とお まわ ひょう げん

さ

なに て つだ しゅ わ いま

て ひょう げん いま いそが

かん けつ ひょう げん あい て ご かい い

し つた

つじ しん なみ

りょう て て むねりょう て ねや かたち

お

みぎ て ほのお た

した

うえ ゆ

あ

あんか さい しん

て にぎ はし に

こう ご

うで ふ

りょうお ま みぎ て りょう

て ゆび さき むね

かい

にあぶ

さい がい じ
すう じ

しょう かい すう じ あい て み かたち

じゅう

ひゃく

せん

まん

おく

れい

れい

れい

れい まん

れい おく

こう まえ む

おやゆび うえ ひと ゆび

よこ

ひと ゆび た つく ゆび お ま

すこ みぎ

ひと

うえ

ゆび

て こう まえ む

おやゆび うえ ひと ゆび

なかゆび よこ

て こう まえ む

おやゆび うえ こ ゆび い がい

し よこ

て こう まえ む

おやゆび うえ い がい

し よこ

ゆびぜんたい わ つく

ひと ゆび よこ あ

こ ゆび ほか ゆび あらわ

かたち よこ すこ

ゆび よこ せん かたち えが ほう ほう つかひと

つく ゆびさき まえ む ほん ゆび

つく

て まえ ひ

て すこ ひら

ひと ゆび なかゆび

うえ

ひと ゆび なかゆび くすりゆび

うえ

おやゆび

うえ

い がい ほん

つく おやゆび

よこ

て



14 15

両手を握り、走って逃
げるように交互にす
ばやく腕を振る。

逃げる
折り曲げた右手（や両
手）の指先で、胸を2
回ぐらいたたく。

危ない

手話を
覚えよう
手話を
覚えよう

　耳が聞こえない・聞こえにくいと、災害時の状況判断が遅れがちになります。キーワー
ドとなる手話を覚えて、いざというときのサポートに役立てましょう。

左手の手のひらを胸
のあたりで下に向け、
それを乗り越えるよ
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津波
両手の手のひらを胸
のあたりで上に向け
て、左右同時に前後
に動かす。

地震

①両手で屋根の形を 
　つくる。
②右手で炎が立ちの
　ぼるように下から
　上に揺らしながら
　上げる。

火災
両手の手のひらを胸
にあててから、なで下
ろす。

安心

　たとえば、何かを手伝ってほしいとき、手話で「今、
手があいていますか」と表現するよりも「今、忙しい
ですか」と簡潔に表現するほうが、相手に誤解なく意
思を伝えることができます。

ワンポイント・アドバイス

「遠回し」な表現は
避けましょう

「遠回し」な表現は
避けましょう

「災害時」「災害時」
ここに紹介している数字は、相手から見た形です。

数　字数　字

1 6 十

手の甲を前に向けて、
親指を上に、人さし指を
横にのばします。

手の甲を前に向けて、
親指を上に、人さし指と
中指を横にのばします。

手の甲を前に向けて、
親指を上に、小指以外の
3指を横にのばします。

手の甲を前に向けて、
親指を上に、それ以外の
4指を横にのばします。

指全体で輪を作ります。

人さし指を立てて「1」を作り、のびた指を折り曲げ、
少し右にずらします。

人さし指を横にのばしてから、はね上げます。

小指をのばし、他の指をつけます（「0が3つ」を表します）。
その形のまま横に少しずらします。
※人さし指を横にして「千」の形を描く方法もよく使われます。

「1」を作り、指先を前に向けて5本の指をつけます。

「1」を作り、手のひらを少し開き、
手前に引きながらにぎります。

人さし指を
上にのばします。

人さし指と中指を
上にのばします。

人さし指、中指、薬指を
上にのばします。

親指以外の4本を
上にのばします。

こぶしを作り、親指のみ
横にのばします。

例：10

2 7 百 例：100

3 8 千 例：1000

4 9 万 例：1万

5 0 億 例：1億

しゅ

おぼ

わ

みみ き き さい がい じ じょうきょう はん だん おく

しゅ わ おぼ やく だ

ひだり て て むねりょう て て むね

した むうえ む

の こさ ゆう どう じ ぜん ご

ゆび

まえ だ

ひら みぎ てうご

とお まわ ひょう げん

さ

なに て つだ しゅ わ いま

て ひょう げん いま いそが

かん けつ ひょう げん あい て ご かい い

し つた

つじ しん なみ

りょう て て むねりょう て ねや かたち

お

みぎ て ほのお た

した

うえ ゆ

あ

あんか さい しん

て にぎ はし に

こう ご

うで ふ

りょうお ま みぎ て りょう

て ゆび さき むね

かい

にあぶ

さい がい じ
すう じ

しょう かい すう じ あい て み かたち

じゅう

ひゃく

せん

まん

おく

れい

れい

れい

れい まん

れい おく

こう まえ む

おやゆび うえ ひと ゆび

よこ

ひと ゆび た つく ゆび お ま

すこ みぎ

ひと

うえ

ゆび

て こう まえ む

おやゆび うえ ひと ゆび

なかゆび よこ

て こう まえ む

おやゆび うえ こ ゆび い がい

し よこ

て こう まえ む

おやゆび うえ い がい

し よこ

ゆびぜんたい わ つく

ひと ゆび よこ あ

こ ゆび ほか ゆび あらわ

かたち よこ すこ

ゆび よこ せん かたち えが ほう ほう つかひと

つく ゆびさき まえ む ほん ゆび

つく

て まえ ひ

て すこ ひら

ひと ゆび なかゆび

うえ

ひと ゆび なかゆび くすりゆび

うえ

おやゆび

うえ

い がい ほん

つく おやゆび

よこ

て



ユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

禁無断転載ⓒ東京法規出版
SG030170－V15

手話は言語です。積極的に活用して
コミュニケーションの輪を広げましょう！
手話は言語です。積極的に活用して
コミュニケーションの輪を広げましょう！

　江戸川区では、すべての人が互いを尊重し合い共生する地域社会の実現を目指し
て、「江戸川区手話言語条例」を平成30年4月1日に施行しました。

令和 3 年 3 月発行

区ホームページ
ＱＲコード

く

江戸川区　福祉部　障害者福祉課
え ど がわ く ふく し ぶ しょう がい しゃ ふく し か

●手話に関する区の事業●

電話：03-5662-0054　ＦＡＸ：03-3656-5874
でん わ

　区で活躍する手話通訳者を養成する講座を実施しています。
■登録手話通訳者養成講座

　手話での意思疎通を必要とする方が区役所での手続きや病院に通う時などに
手話通訳者を派遣します。
　そのほか、区のイベントや講演会などでも手話通訳者を派遣しています。

■手話通訳者派遣事業

　救急車で医療機関に搬送された時に、手話通訳者を病院に派遣します。
■手話通訳者緊急派遣事業

区歌を手話で歌ってみませんか
区では、「江戸川区歌」の手話動画を作成しました。
区歌を手話で歌ってみませんか。
動画は区のホームページからご覧いただけます。
区歌の手話表現について、解説を作成しました。
あわせてご覧ください。
区ホームページＵＲＬ：
https://www.city.edogawa.tokyo.jp/e041/kenko/fukushikaigo/shogaisha/sign_kyomi/kukashuwadouga.html

区ホームページ
（障害者福祉課）
ＱＲコード

く

しょう がい しゃ ふく し か

江戸川区は、誰もが安心して自分らしく暮らせる共生社会の
実現に向けてSDGsに積極的に取り組んでいます。

え ど がわ く か しゅ わ どう が さく せいく

しゅ わく か うた

どう が く らん

く

しゅ わ げん ご せっ

わ ひろ

きょく てき かつ よう

え ど がわ く ひと たが そんちょう あ きょうせい ち いき しゃ かい じつ げん め ざ

え ど がわ く しゅ わ げん ご じょう れい へい せい ねん がつ たちつい し こう

しゅ

わ
し

しゅ わ かん く じ ぎょう

れい わ ねん がつ はっ こう

く かつ やく しゅ わ つう やく しゃ よう せい こう ざ じっ し

とう ろく しゅ わ つう やく しゃ よう せい こう ざ

しゅ わ い し そ つう ひつ よう かた く やく しょ て つづ びょう いん かよ とき

しゅ わ つう やく しゃ は けん じ ぎょう

わ つうやく しゃ は けんしゅ

く こう えん かい しゅ わ つう やくしゃ は けん

きゅうきゅう しゃ い りょう き かん はん そう とき しゅ わ つうやく しゃ びょういん は けん

しゅ わ つう やく しゃ きん きゅう は けん じ ぎょう

く か うたしゅ わ

しゅ わく か ひょうげん さく せいかい せつ

らん

え ど がわ く だれ あんしん じ ぶん く きょうせい しゃ かい

む えすでぃーじーず せっきょくてき と くじつ げん




